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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　工作機械に対しパレットを般出入する際に一時的に待機させる待機ステーションを有す
る工作機械において、
　下向きピン孔を有しているパレットと、
　待機ステーションから、これより水平方向に所定距離を隔てたところまでのびている水
平パレット搬送レールと、
　待機ステーションにおけるパレット搬送レール上のパレットのピン孔に出入しうるよう
に昇降自在に配置されている垂直状位置決めピンと、
　パレットから上方に突出させられる作動位置およびパレット内に退入させられる非作動
位置の間で昇降しうるようにパレットに保持されている係合片と、
　待機ステーションにおいて、位置決めピンの上昇によって係合片が作動位置に位置させ
られ、位置決めピンの下降によって係合片が非作動位置に位置させられるように位置決め
ピンの動作を係合片に伝達する伝達機構と、
　作動位置の係合片と係合させられるとともに、非作動位置の係合片と係合解除させられ
るように配置されかつパレット搬送レールの長さ方向に水平往復動させられる駆動体と、
　を備えているパレット交換装置。
【請求項２】
　伝達機構が、
　一端が係合片に連結されかつ位置決めピンの上昇時に位置決めピンによって他端が押上
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げられるとともに、位置決めピンの下降時に位置決めピンによる押上から開放されように
配置されている両端を上下揺動自在とする伝達ロッドと、
　係合片が作動位置に位置させられる方向に伝達ロッドを付勢しているばねと、
　よりなる請求項１に記載のパレット交換装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば、マシニングセンタ等の工作機械におけるパレット交換装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　この種の装置としては、工作機械に対しパレットを般出入する際に一時的に待機させる
待機ステーションを有する工作機械において、待機ステーションから、これより水平方向
に所定距離を隔てたところまでのびている水平パレット搬送レールと、待機ステーション
におけるパレット搬送レール上のパレットと係合離脱自在に係合させられかつパレット搬
送レールの長さ方向に水平移動させられる駆動体とを備えており、パレットと駆動体を係
合させる際に、双方の干渉をさけるために、アクチュエータによって、いずれか一方を移
動させるようにしたものが知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
　上記従来装置では、パレットまたは駆動体を移動させるためには、それ専用のアクチュ
エータを必要とするところから、構造が複雑となるし、設備費が高価になるという問題点
がある。
【特許文献１】実開平２－３５６４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この発明の目的は、構造が簡単で、設備費が安価である工作機械におけるパレット交換
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明によるパレット交換装置は、工作機械に対しパレットを般出入する際に一時的
に待機させる待機ステーションを有する工作機械において、下向きピン孔を有しているパ
レットと、待機ステーションから、これより水平方向に所定距離を隔てたところまでのび
ている水平パレット搬送レールと、待機ステーションにおけるパレット搬送レール上のパ
レットのピン孔に出入しうるように昇降自在に配置されている垂直状位置決めピンと、パ
レットから上方に突出させられる作動位置およびパレット内に退入させられる非作動位置
の間で昇降しうるようにパレットに保持されている係合片と、待機ステーションにおいて
、位置決めピンの上昇によって係合片が作動位置に位置させられ、位置決めピンの下降に
よって係合片が非作動位置に位置させられるように位置決めピンの動作を係合片に伝達す
る伝達機構と、作動位置の係合片と係合させられるとともに、非作動位置の係合片と係合
解除させられるように配置されかつパレット搬送レールの長さ方向に水平往復動させられ
る駆動体とを備えているものである。
【０００６】
　この発明によるパレット交換装置では、位置決めピンの昇降動作にしたがって係合片が
作動位置および非作動位置に位置させられ、作動位置の係合片と駆動体とは係合されるが
、係合片を非作動位置に位置させておけば、駆動体の移動に際し、係合片および駆動体は
相互に干渉し合うことがない。したがって、パレットと駆動体を係合させるためにアクチ
ュエータは不要である。
【０００７】
　さらに、伝達機構が、一端が係合片に連結されかつ位置決めピンの上昇時に位置決めピ
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ンによって他端が押上げられるとともに、位置決めピンの下降時に位置決めピンによる押
上から開放されように配置されている両端を上下揺動自在とする伝達ロッドと、係合片が
作動位置に位置させられる方向に伝達ロッドを付勢しているばねとよりなると、極めて簡
単な構造でもって、位置決めピンの動作を係合片に伝達することができる。したがって、
係合動作のための専用のアクチュエータが不要であることと相俟って、設備費を安価にす
ることができる。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、構造が簡単で、設備費が安価である工作機械におけるパレット交換
装置が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　この発明の実施の形態を図面を参照しながらつぎに説明する。
【００１０】
　以下の説明において、前後とは、図１に矢印Ａで示す側を前、これと反対側を後といい
、左右とは、前方から見て、その左右の側を左右というものとする。
【００１１】
　図１を参照すると、工作機械は、ベッド11に前後動自在に支持されているテーブル12と
、テーブル移動経路の後方に左右動自在に設けられているコラム13と、コラム13の前面に
上下動自在に設けられている主軸頭14と、主軸頭14に支持されている主軸15と、コラム移
動経路の左方に配置されている工具交換ユニット16とを備えている。
【００１２】
　テーブル移動経路の前方にはパレット交換アーム21が配置されている。パレット交換ア
ーム21の後方には、工作機械に対しパレットを般出入する際に一時的に待機させておくた
めの待機ステーションＳが設けられている。待機ステーションＳから前方に向かってパレ
ット搬送レール22がのびている。パレット搬送レール22には搬送板52を介してパレット51
が載せられている。パレット51の前縁部中央から、前後方向にのびた帯板状駆動体24が前
に向かってのびている。
【００１３】
　パレット交換アーム21は、垂直中心軸31と、中心軸31から互いに反対方向に突出させら
れている一対の二股状アーム部材32とを有している。中心軸31は、回転および昇降自在で
ある。
【００１４】
　図示しないが、工作機械全体はカバーで被覆されている。さらに、カバー内は、中心軸
31の軸線を通って左右方向に拡がる垂直仕切壁によって前後に仕切られており、仕切壁の
後側に加工室が、その前側に段取室が形成されている。
【００１５】
　パレット搬送レール22は、互いに平行に水平にのびた一対のレール部材41と、各レール
部材41の長さ方向に並んで取り付けられている複数の搬送ローラ42とよりなる。
【００１６】
　図２～図４を参照すると、パレット51は、両レール部材41のローラ42にまたがって載せ
られる水平板状搬送板52上に固定されている。搬送板52の下面中央には下向きの垂直ピン
孔53が形成されている。
【００１７】
　例えば、図３に示すように、搬送板52の前縁部には取付ブラケット61を介して係合片62
が取付けられている。取付ブラケット61には保持孔63が上下貫通状に形成されている。保
持孔63を下方から被覆するように有底筒状ばねハウジング64が設けられている。係合片62
は、図５に詳細に示すように、保持孔63に摺動自在にはめ入れられている大径部62aと、
大径部62aの下端に連なって垂下させられかつばねハウジング64の底壁に摺動自在に貫通
させられた小径部62bとよりなる。小径部62bを取り囲むようにばねハウジング64に圧縮コ
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イルばね65が収容されている。
【００１８】
　駆動体24は、図示しない駆動源によって前後往復動させられるようになっている。駆動
体24の後端部には係合凹所66が下向きに形成されている（図５参照）。係合凹所66は、保
持孔63とほぼ同じ大きさの丸孔である。
【００１９】
　待機ステーションＳにおける両レール部材41の前端部間中央に垂直状位置決めピン71が
配置されている。位置決めピン71は、適宜支持部材に昇降自在に支持されかつ図示しない
流体圧シリンダによって昇降させられるようになっている。位置決めピン71の高さの中程
には押上フランジ72が設けられている。
【００２０】
　係合片62の小径部62bの下方突出端部には、概ね前後方向にのびた伝達ロッド73の後端
部が連結されている。伝達ロッド73は、その長さの中間位置で前後両端を上下揺動自在と
するように前後動体74に支持されている。伝達ロッド73の後端部は、押上フランジ72に上
方から臨ませられている。前後動体74は、図示しない適宜支持手段によって前後動自在に
支持されている。伝達ロッド73の後端部近くと前後動体74の間には引張コイルばね75が張
り渡されている。
【００２１】
　図３を参照すると、待機ステーションＳにおいてパレット搬送レール22に搬送板52を介
してパレット51が載せられているものとする。位置決めピン71は、昇降ストロークの上限
に位置させられている。位置決めピン71の上端部は、搬送板52のピン孔53に差し入れられ
ている。圧縮コイルばね65および引張コイルばね75のばね力に抗して、伝達ロッド73の前
端部は、押上フランジ72によって押上げられている。係合片62の上端は、ブラケット61の
上面レベル以下のところにある。すなわち、係合片62は、その全体が搬送板52内に退入さ
せられた状態であり、これを、係合片62が非作動位置に位置させられているものと称する
。このときに、駆動体24は、係合片62と干渉することなく、前後動自在である。駆動体24
は、係合凹所66を保持孔63と合致させたところに位置させられている。
【００２２】
　図４に示すように、位置決めピン71を上限から下降させる。位置決めピン71はピン孔53
から抜け出るとともに、位置決めピン71の下降時に、伝達ロッド73は押上フランジ72によ
る押上から開放されて、自由となる。そうすると、圧縮コイルばね65および引張コイルば
ね75のばね力によって、伝達ロッド73の前端部は下降させられ、その後端部は上昇させら
れる。伝達ロッド73の後端部が上昇させられると、これにともなって、係合片62が上昇さ
せられ、その大径部62aは保持孔63から上方に突出させられて、そこに待機させられてい
た係合凹所66にはめ入れられる。この状態を、係合片62が作動位置に位置させられている
ものと称する。
【００２３】
　加工済みパレット51を後向きのアーム部材32に載せ、未加工のパレット51を前向きのア
ーム部材32に載せて、パレット交換アーム部材21を上昇させて、１８０度旋回させた後に
、下降させる。そうすると、２つのパレット51が入れ替わる。
【００２４】
　待機ステーションＳにおいて、パレット搬送レール22には搬送板52を介して加工済みパ
レット51が載せられている。位置決めピン71を上昇させてピン孔53に差し入れると、係合
片62が非作動位置に位置させられる。この状態で、駆動体24を前進させてきて、係合凹所
66が保持孔63と合致させられると、位置決めピン71を下降させてピン孔53から抜け出させ
る。そうすると、係合片62は作動位置に位置させられて、係合片62は係合凹所66にはめ入
れられて係合される。この状態で、駆動体24を前進させると、駆動体24とともに加工済み
パレット51および搬送板52が搬送レール22上を運ばれていく。
【００２５】
　駆動体24によって未加工のパレット51を待機ステーションＳに搬入した場合、下限で待
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。これにより、搬送板52と駆動体24の係合が解除される。
【００２６】
　尚、本実施形態においては、搬送板52にパレット51を図示しない手段で固定し、搬送板
52とパレット51を一体化させて取り扱っている。この場合、搬送板52とパレット51との間
の固定には、搬送板52の上面にピンを突出させ、パレット51下面のピン対応部分に孔を設
けることにより、交換アーム21の上下動を利用して着脱させるようにすればよい。
【００２７】
　また、ピン孔53はパレット51に設けるようにしても良く、その場合、搬送板52には貫通
孔を形成すればよい。
【００２８】
　さらに、本実施形態では搬送板52を設けているが、搬送板を用いることなく、パレット
に直接ピン孔53を設けかつ係合片を設けるようにしても良い。
【００２９】
　その他、本発明の主旨を逸脱しない範囲での設計変更は本発明に含まれるのは勿論であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】この発明によるパレット交換装置を装備した工作機械全体の斜視図である。
【図２】図１のII－II線にそう垂直横断面図である。
【図３】図２のIII－III線にそう垂直縦断面図である。
【図４】図３とは別の状態を示す図３相当の断面図である。
【図５】図３および図４の一部拡大断面図である。
【符号の説明】
【００３１】
　22　レール
　24　駆動体
　53　ピン孔
　62　係合片
　71　位置決めピン
　Ｓ　待機ステーション
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